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研究成果の概要  

(1) 日本と EU の個人情報保護法（GDPR, General Data Protection Regulation）に関する仮

想事例につき、佐藤が開発している法知識表現言語 PROLEG が日本の国際私法を参照した

上で両国のどちらの個人情報保護法を適用すべきかについて正しく判定できることを示した。

この成果を国際ワークショップで発表した(発表文献 1))。 

(2) 法的規範および倫理的規範を考慮したオンライン HTNプランニングアルゴリズムを実装

し、倫理・法律的規範を考慮した国・組織間のデータ転送のシナリオをもとに、プランナに

与える知識・ルールを作成した上で、動作確認および評価を行い、国際会議で発表した。

(発表文献 2), 3)) 

(3) 法知識用言語 PROLEGによる法規範の表現について、論理プログラミング 50周年イベ

ントにおいて、The ALP Alain Colmerauer Prolog Heritage Prize の finalist5名に選ばれ

た。残念ながら prizeは取れなかったが、論理プログラミングの応用として PROLEGが世

界的に認知されたと評価できる。 
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